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論　　文　　の　　要　　旨

　実コンパクト空問はヒュービットによって約30年前に作り出された位相問空問であるが。数学基

礎論里関数空問。チェックのコンパクト化などとの密接な関連によってヨ現在位相空問論における

重要な研究課題となっている。

　1970年にムロフカはつぎの問題を提出した。（Q1）リンデレフ空問と実コンパクト空問の和空問

は実コンパクトとなるか？（Q2）位相空問Yが実コンパクト空問の完全写像fによる像でありラf

による逆像が少くとも2点を含むようなYの点がたかだか可算であるならばラYは実コンパクトで

あるか？本論文においてヨ（Q1）の条件をみたす空問が概実コンパクトであること。すなわち実コ

ンパクト空問の完全写像による像空問となっていることが示されている。主定理の1つはつぎのよ

うなものである。位相空間Xはリンデレフ空問Lと実コンパクト空問Gの和でありヨGに含まれる

すべてのXのゼロ集合は実コンパクトであるとする。GがXの開集合であるか。またはXで欄密で

あればXは概実コンパクト空問となる。さらに著者は，このような空問は必ずしも実コンパクトと

ならないことを数個の実例を与えることによって示している。特に（Q2）をみたす空問Yは一般に

実コンパクトとはならない。これらの例はすべてある空問のチェックコンパクト化の剰余空問の中

で構成されている。
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審　　査　　の　　要　　旨

　著者はムロフカの問題について肯定的な定理と否定的な実例を得ている。肯定的な定理において

はう非常に一般的な条件の下にムロフカの問題における空問が概実コンパクトとなることを示した。

またそれらの空間が必ずしも実コンパクトとはならない反例をえたことで，ムロフカの問題は完全

に解決されている。一般に実コンパクト空間と概実コンパクト空問は非常に似た性質をもっている

のであるがヨこの問の差違が著者の仕事によって鮮明に区別された。この点で本論文で得られた結

果はラ実コンパクト空問の今後の研究に大きな貢献をなしており，国際的に高く評価されている。

　よってヨ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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